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(57)【要約】
【課題】有機電界発光表示装置および有機電界発光表示
装置の駆動方法を提供すること。
【解決手段】データ線にデータ信号を供給するデータ駆
動部２０と、走査線に走査信号を供給する走査駆動部６
０と、前記データ線及び走査線の交差部に位置し、第１
電源から有機発光ダイオードを経由して第２電源に電流
を供給しながら光を生成する画素４０と、前記第１電源
を生成するための電源部と、前記第１電源を分圧して第
１基準電源を生成するための第１電圧分配部１１２と、
外部から供給される外部電源を分圧して第２基準電源を
生成するための第２電圧分配部１１４と、前記第１基準
電源及び第２基準電源のうちのいずれかの電源を前記デ
ータ駆動部に伝達するためのスイッチング部１１８とを
備える有機電界発光表示装置。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ線にデータ信号を供給するデータ駆動部と、
　走査線に走査信号を供給する走査駆動部と、
　前記データ線及び走査線の交差部に位置し、第１電源から有機発光ダイオードを経由し
て第２電源に電流を供給しながら光を生成する画素と、
　前記第１電源を生成するための電源部と、
　前記第１電源を分圧して第１基準電源を生成するための第１電圧分配部と、
　外部から供給される外部電源を分圧して第２基準電源を生成するための第２電圧分配部
と、
　前記第１基準電源及び第２基準電源のうちのいずれかの電源を前記データ駆動部に伝達
するためのスイッチング部と
を備えることを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記スイッチング部は、
　前記データ駆動部と前記第１電圧分配部との間に位置する第１スイッチング素子と、
　前記データ駆動部と前記第２電圧分配部との間に位置する第２スイッチング素子と
を備えることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記第２スイッチング素子は前記有機電界発光表示装置に電源が入力される初期期間に
ターンオンされ、前記第１スイッチング素子は前記画素で光が生成される期間にターンオ
ンされることを特徴とする請求項２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記第２スイッチング素子は前記有機電界発光表示装置に電源が遮断される時にターン
オンされ、前記第１スイッチング素子は前記有機電界発光表示装置に電源が遮断される時
にターンオフされることを特徴とする請求項２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記第１スイッチング素子及び第２スイッチング素子のターンオン及びターンオフを制
御するための制御部を更に備えることを特徴とする請求項３又は４に記載の有機電界発光
表示装置。
【請求項６】
　前記データ駆動部は前記第１基準電源及び第２基準電源のうちのいずれかの電圧の供給
を受け、供給を受けた電圧を分圧して多数のガンマ電圧を生成することを特徴とする請求
項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記第１基準電源及び第２基準電源は同じ電圧値に設定されることを特徴とする請求項
１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　第１電源から有機発光ダイオードを経由して第２電源に電流を供給しながら映像を表示
する画素を含む有機電界発光表示装置の駆動方法において、
　前記有機電界発光表示装置に電源が入力される初期期間に外部から供給される外部電源
を分圧して生成される第２基準電源をデータ駆動部に伝達する段階と、
　前記初期期間を除いた前記画素で映像が表示される期間に第１電源を分圧して生成され
る第１基準電源をデータ駆動部に伝達する段階と、
　前記データ駆動部で前記第１基準電源を用いて多数のガンマ電圧を生成し、それぞれの
チャネル毎に前記ガンマ電圧のうちのいずれか１つのガンマ電圧をデータ信号として選択
して前記画素に供給する段階と、
　前記画素で前記データ信号に対応する映像が表示される段階と
を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項９】
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　前記有機電界発光表示装置に電源が遮断されるとき、前記第２基準電源を前記データ駆
動部に伝達する段階を更に含むことを特徴とする請求項８に記載の有機電界発光表示装置
の駆動方法。
【請求項１０】
　前記第１基準電源及び第２基準電源は同じ電圧値に設定されることを特徴とする請求項
８に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置、および有機電界発光表示装置の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ
Ｒａｙ Ｔｕｂｅ）の短所である重さと体積を低減できる各種の平板表示装置が開発され
ている。平板表示装置としては、液晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ
Ｃｒｙｓｔａｌ Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ Ｅｍｉｓｓｉｏｎ 
Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ Ｄｉｓｐｌａｙ Ｐａｎｅｌ）及
び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎｇ
Ｄｉｓｐｌａｙ）などが挙げられる。
【０００３】
　平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は電子と正孔の再結合によって光を発生す
る有機発光ダイオードを用いて映像を表示する。このような有機電界発光表示装置は速い
応答速度を有すると共に低い消費電力で駆動されるという長所がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の有機電界発光表示装置ではデータ駆動部に供給される基準電源Ｖ
ｒｅｆと電源部で生成される第１電源ＥＬＶＤＤが互いに独立的な電源として用いられる
。基準電源Ｖｒｅｆと第１電源ＥＬＶＤＤが独立的な電源として用いられる場合、リップ
ルによってストレージキャパシタＣｓｔに所望の電圧を正確に充電できないという問題点
が生じる。
【０００５】
　詳細に説明すれば、電源部で生成される第１電源ＥＬＶＤＤ及び基準電源Ｖｒｅｆによ
って生成されるデータ信号は電圧が上昇及び下落を繰り返すリップルを有する。従って、
特定画素ではデータ信号の上昇時点と第１電源ＥＬＶＤＤの下落時点にストレージキャパ
シタＣｓｔに電源が充電され得る。そして、他の画素ではデータ信号の下降時点と第１電
源ＥＬＶＤＤの上昇時点にストレージキャパシタＣｓｔに電源が充電され得る。この場合
、同じデータ信号が供給されても特定の画素及び他の画素で互いに異なる輝度の光が生成
されるという問題点が発生する。
【０００６】
　そして、従来は外部から第１電源ＥＬＶＤＤ又は基準電源Ｖｒｅｆにノイズが入力され
る場合、このノイズが表示映像の輝度に直接的に影響を与え、所望の映像が表示できない
という問題点がある。
【０００７】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、画質を向上させることが可能な、新規かつ改良された有機電界発光表示装置および有
機電界発光表示装置の駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、データ線にデータ信号を供給
するデータ駆動部と、走査線に走査信号を供給する走査駆動部と、前記データ線及び走査
線の交差部に位置し、第１電源から有機発光ダイオードを経由して第２電源に電流を供給
しながら光を生成する画素と、前記第１電源を生成するための電源部と、前記第１電源を
分圧して第１基準電源を生成するための第１電圧分配部と、外部から供給される外部電源
を分圧して第２基準電源を生成するための第２電圧分配部と、前記第１基準電源及び第２
基準電源のうちのいずれかの電源を前記データ駆動部に伝達するためのスイッチング部と
、を備える有機電界発光表示装置が提供される。
【０００９】
　前記スイッチング部は、前記データ駆動部と前記第１電圧分配部との間に位置する第１
スイッチング素子と、前記データ駆動部と前記第２電圧分配部との間に位置する第２スイ
ッチング素子と、を備えてもよい。
【００１０】
　前記第２スイッチング素子は前記有機電界発光表示装置に電源が入力される初期期間に
ターンオンされ、前記第１スイッチング素子は前記画素で光が生成される期間にターンオ
ンされてもよい。
【００１１】
　前記第２スイッチング素子は前記有機電界発光表示装置に電源が遮断される時にターン
オンされ、前記第１スイッチング素子は前記有機電界発光表示装置に電源が遮断される時
にターンオフされてもよい。
【００１２】
　さらに、前記有機電界発光表示装置は、前記第１スイッチング素子及び第２スイッチン
グ素子のターンオン及びターンオフを制御するための制御部を更に備えてもよい。
【００１３】
　前記データ駆動部は前記第１基準電源及び第２基準電源のうちのいずれかの電圧の供給
を受け、供給を受けた電圧を分圧して多数のガンマ電圧を生成してもよい。
【００１４】
　前記第１基準電源及び第２基準電源は同じ電圧値に設定されてもよい。
【００１５】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、第１電源から有機発光
ダイオードを経由して第２電源に電流を供給しながら映像を表示する画素を含む有機電界
発光表示装置の駆動方法において、前記有機電界発光表示装置に電源が入力される初期期
間に外部から供給される外部電源を分圧して生成される第２基準電源をデータ駆動部に伝
達する段階と、前記初期期間を除いた前記画素で映像が表示される期間に第１電源を分圧
して生成される第１基準電源をデータ駆動部に伝達する段階と、前記データ駆動部で前記
第１基準電源を用いて多数のガンマ電圧を生成し、それぞれのチャネル毎に前記ガンマ電
圧のうちのいずれか１つのガンマ電圧をデータ信号として選択して前記画素に供給する段
階と、前記画素で前記データ信号に対応する映像が表示される段階と、を含む有機電界発
光表示装置の駆動方法が提供される。
【００１６】
　前記有機電界発光表示装置の駆動方法は、前記有機電界発光表示装置に電源が遮断され
るとき、前記第２基準電源を前記データ駆動部に伝達する段階を更に含んでもよい。また
、前記第１基準電源及び第２基準電源は同じ電圧値に設定されてもよい。
【発明の効果】
【００１７】
　以上説明したように本発明にかかる有機電界発光表示装置および有機電界発光表示装置
の駆動方法によれば、ノイズによる画質の低下現象を防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
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なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１９】
　図１は、本実施形態に関連する有機電界発光表示装置の画素を概略的に示す図である。
図１を参照すれば、本実施形態に関連する有機電界発光表示装置の画素４は、有機発光ダ
イオードＯＬＥＤと、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎに接続されて有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤを制御するための画素回路２とを備える。
【００２０】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は画素回路２に接続され、カソード電極は
第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素回路
２から供給される電流に対応して所定輝度の光を生成する。
【００２１】
　画素回路２は走査線Ｓｎに走査信号が供給されるとき、データ線Ｄｍに供給されるデー
タ信号に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。このため
に、画素回路２は第２トランジスタＭ２と、第１トランジスタＭ１と、ストレージキャパ
シタＣｓｔを備える。ここで、第２トランジスタＭ２は第１電源ＥＬＶＤＤと有機発光ダ
イオードＯＬＥＤとの間に接続される。そして、第１トランジスタＭ１は第２トランジス
タＭ２、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎの間に接続される。また、ストレージキャパシタＣ
ｓｔは第２トランジスタＭ２のゲート電極と第１電極との間に接続される。
【００２２】
　第１トランジスタＭ１のゲート電極は走査線Ｓｎに接続され、第１電極はデータ線Ｄｍ
に接続される。そして、第１トランジスタＭ１の第２電極はストレージキャパシタＣｓｔ
の一側端子に接続される。ここで、第１電極はソース電極及びドレイン電極のいずれかに
設定され、第２電極は第１電極と異なる電極に設定される。
【００２３】
　例えば、第１電極がソース電極として設定されると、第２電極はドレイン電極として設
定される。走査線Ｓｎ及びデータ線Ｄｍに接続された第１トランジスタＭ１は走査線Ｓｎ
から走査信号が供給される時にターンオンされて、データ線Ｄｍから供給されるデータ信
号をストレージキャパシタＣｓｔに供給する。このとき、ストレージキャパシタＣｓｔは
データ信号に対応する電圧を充電する。
【００２４】
　第２トランジスタＭ２のゲート電極はストレージキャパシタＣｓｔの一側端子に接続さ
れ、第１電極はストレージキャパシタＣｓｔの他側端子及び第１電源ＥＬＶＤＤに接続さ
れる。そして、第２トランジスタＭ２の第２電極は有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノー
ド電極に接続される。このような第２トランジスタＭ２はストレージキャパシタＣｓｔに
格納された電圧値に対応して第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由
して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御する。このとき、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤは第２トランジスタＭ２から供給される電流量に対応する光を生成する。
【００２５】
　第１電源ＥＬＶＤＤは電源部１０から生成されて画素４に供給される。このために、電
源部１０はＤＣ／ＤＣコンバータで構成される。
【００２６】
　データ駆動部１２ではデータ信号を生成してデータ線Ｄｍに供給する。ここで、データ
駆動部１２は電圧分配部１４から供給される基準電源Ｖｒｅｆを用いて多数の電圧レベル
を有するガンマ電圧を生成し、多数のガンマ電圧のいずれか１つをデータ信号としてデー
タ線Ｄｍに供給する。
【００２７】
　電圧分配部１４は分配抵抗で構成され、外部電源（例えば、バッテリから供給される電
源）を分配して基準電源Ｖｒｅｆを生成する。
【００２８】
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　しかし、電源部１０で生成される第１電源ＥＬＶＤＤ及び基準電源Ｖｒｅｆによって生
成されるデータ信号は、図２に示すように、電圧が上昇及び下落を繰り返すリップルを有
する。この場合、同じデータ信号が供給されても特定画素及び他の画素で互いに異なる輝
度の光が生成されるという問題点が発生する。
【００２９】
　そこで、上記事情に鑑みて本実施形態にかかる有機電界発光表示装置を創作するに至っ
た。本実施形態にかかる有機電界発光表示装置によれば、リップルによる影響なしに所望
の輝度の映像を表示することが可能である。以下、このような本実施形態にかかる有機電
界発光表示装置について詳細に説明する。
【００３０】
　図３は、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。図３を参照す
れば、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置は、画素部３０と、走査駆動部６０
と、データ駆動部２０と、タイミング制御部５０とを備える。ここで、画素部３０は走査
線Ｓ１～Ｓｎ及びデータ線Ｄ１～Ｄｍと接続された複数の画素４０を含む。そして、走査
駆動部６０は走査線Ｓ１～Ｓｎを駆動し、データ駆動部２０はデータ線Ｄ１～Ｄｍを駆動
する。また、タイミング制御部５０は走査駆動部６０及びデータ駆動部２０を制御する。
【００３１】
　また、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置は、電源部１００と、第１電圧分
配部１１２と、第２電圧分配部１１４と、スイッチング部１１８と、制御部１１６とを備
える。
【００３２】
　ここで、電源部１００は第１電源ＥＬＶＤＤを生成し、第１電圧分配部１１２は第１電
源ＥＬＶＤＤを用いて第１基準電源Ｖｒｅｆ１を生成する。そして、第２電圧分配部１１
４は外部電源を用いて第２基準電源Ｖｒｅｆ２を生成する。また、スイッチング部１１８
は第１電圧分配部１１２及び第２電圧分配部１１４で生成された第１基準電源Ｖｒｅｆ１
及び第２基準電源Ｖｒｅｆ２のいずれかを基準電源Ｖｒｅｆとしてデータ駆動部２０に供
給し、制御部１１６はスイッチング部１１８を制御する。
【００３３】
　画素部３０は電源部１００から供給される第１電源ＥＬＶＤＤ及び外部から供給される
第２電源ＥＬＶＳＳを画素４０に伝達する。第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳ
の供給を受けた画素４０は走査信号が供給される時に選択されてデータ信号に対応する輝
度で発光する。
【００３４】
　このために、画素４０のそれぞれは有機発光ダイオード（図示せず）と、有機発光ダイ
オードに電流を供給するための画素回路（図示せず）を備える。画素回路は少なくとも２
つ以上のトランジスタ及び１つ以上のキャパシタを含む。そして、画素回路はデータ信号
に対応して第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに
供給される電流量を制御する。有機発光ダイオードは画素回路から供給される電流量に対
応して所定輝度の光を生成する。
【００３５】
　一方、図１では説明の便宜上、画素４０が１つの走査線及び１つのデータ線と接続され
る例を示したが、本発明はこれに限定されるものではない。一例として、画素４０に含ま
れる画素回路の構成は現在公知となった多様な形態で設定され得る。この場合、画素回路
の構成に対応して２つ以上の走査線及び発光制御線（図示せず）が画素４０に更に接続さ
れ得る。
【００３６】
　走査駆動部６０は走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号を順次供給する。走査線Ｓ１～Ｓｎに走
査信号が順次供給されると、画素４０がライン単位で順次選択される。
【００３７】
　データ駆動部２０はスイッチング部１１８から基準電源Ｖｒｅｆの供給を受ける。基準
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電源Ｖｒｅｆの供給を受けたデータ駆動部２０は基準電源Ｖｒｅｆを多数の電圧レベルに
分離して多数のガンマ電圧を生成する。このために、データ駆動部２０の内部には図示し
ていないガンマ生成部が更に含まれ得る。データ駆動部２０は基準電源Ｖｒｅｆを用いて
多数のガンマ電圧を生成する。そして、データ駆動部２０はタイミング制御部５０から供
給されるデータＤａｔａのビットに対応してそれぞれのチャネル毎に多数のガンマ電圧の
いずれか１つを選択してデータ信号を生成する。データ信号を生成したデータ駆動部２０
は走査信号が供給される度にデータ線Ｄ１～Ｄｍにデータ信号を供給する。すると、走査
信号によって選択された画素４０にデータ信号が供給される。
【００３８】
　タイミング制御部５０は、外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信号
ＤＣＳ及び走査駆動制御信号ＳＣＳを生成する。タイミング制御部５０で生成されたデー
タ駆動制御信号ＤＣＳはデータ駆動部２０に供給され、走査駆動制御信号ＳＣＳは走査駆
動部６０に供給される。そして、タイミング制御部５０は外部から供給されるデータＤａ
ｔａを再び整列してデータ駆動部２０に供給する。
【００３９】
　電源部１００は第１電源ＥＬＶＤＤを生成して画素部３０及び第１電圧分配部１１２に
供給する。このために、電源部１００はＤＣ／ＤＣコンバータで形成される。
【００４０】
　第１電圧分配部１１２は第１電源ＥＬＶＤＤの電圧を分圧して第１基準電源Ｖｒｅｆ１
を生成する。このために、第１電圧分配部１１２は第１電源ＥＬＶＤＤと基底電源ＧＮＤ
との間に位置する第１抵抗Ｒ１及び第２抵抗Ｒ２を備える。
【００４１】
　第２電圧分配部１１４は、外部電源（例えば、バッテリから供給される電圧）の電圧を
分圧して第２基準電源Ｖｒｅｆ２を生成する。このために、第２電圧分配部１１４は外部
電源と基底電源ＧＮＤとの間に位置する第１抵抗Ｒ１'及び第２抵抗Ｒ２'を備える。ここ
で、第２基準電源Ｖｒｅｆ２の電圧は第１基準電源Ｖｒｅｆ１の電圧と同一に設定される
。
【００４２】
　スイッチング部１１８は第１基準電源Ｖｒｅｆ１及び第２基準電源Ｖｒｅｆ２のいずれ
かをデータ駆動部２０に出力する。このために、スイッチング部１１８は第１電圧分配部
１１２とデータ駆動部２０との間に位置する第１スイッチング素子ＳＷ１と、第２電圧分
配部１１４とデータ駆動部２０との間に位置する第２スイッチング素子ＳＷ２とを備える
。
【００４３】
　制御部１１６は第１スイッチング素子ＳＷ１と第２スイッチング素子ＳＷ２のターンオ
ン及びターンオフを制御する。実際に、制御部１１６は有機電界発光表示装置に電源が入
力される初期期間に第２スイッチング素子ＳＷ２をターンオンさせる。そして、画素部３
０で画像が表示される残りの期間に第１スイッチング素子ＳＷ１をターンオンさせる。
【００４４】
　有機電界発光表示装置に電源が入力されると、予め設定された順序によって順次電源が
供給されながら初期化動作が行われる。このとき、電源部１００で正常な第１電源ＥＬＶ
ＤＤが生成されるまで所定の時間が要される。従って、制御部１１６は電源部１００で正
常な第１電源ＥＬＶＤＤの電圧が生成されるまで第２スイッチング素子ＳＷ２をターンオ
ンして第２基準電源Ｖｒｅｆ２をデータ駆動部２０に供給する。
【００４５】
　詳細に説明すれば、有機電界発光表示装置に電源が入力される初期期間に電源が安定化
していない第１基準電源Ｖｒｅｆ１をデータ駆動部２０に供給すれば、不要な映像が画素
部３０に表示されるおそれがある。従って、電源が入力される初期期間に第２基準電源Ｖ
ｒｅｆ２をデータ駆動部２０に供給して不要な映像が画素部３０に表示されるのを防止す
る。
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【００４６】
　そして、制御部１１６は電源部１００で正常な第１電源ＥＬＶＤＤの電圧が生成される
とき、即ち画素部３０で映像が表示されるとき、第１スイッチング素子ＳＷ１をターンオ
ンさせて第１基準電源Ｖｒｅｆ１をデータ駆動部２０に供給する。
【００４７】
　また、制御部１１６は有機電界発光表示装置に電源が遮断される場合にも第１スイッチ
ング素子ＳＷ１をターンオフさせ、第２スイッチング素子ＳＷ２をターンオンさせる。す
ると、有機電界発光表示装置に電源が遮断されるとき、データ駆動部２０に第２基準電源
Ｖｒｅｆ２が供給されて有機電界発光表示装置のターンオフ時にフリッカのような異常現
象なしにブラックを表現できる。
【００４８】
　動作過程を詳細に説明すれば、まず電源が入力される初期期間に第２スイッチング素子
ＳＷ２がターンオンされて第２基準電源Ｖｒｅｆ２がデータ駆動部２０に供給される。
【００４９】
　初期期間の後に、第１スイッチング素子ＳＷ１がターンオンされて第１基準電源Ｖｒｅ
ｆ１がデータ駆動部２０に供給される。第１基準電源Ｖｒｅｆ１の供給を受けたデータ駆
動部２０は第１基準電源Ｖｒｅｆ１を用いて多数のガンマ電圧を生成し、それぞれのチャ
ネル毎にガンマ電圧のうちのいずれか１つの電圧をデータ信号として選択してデータ線Ｄ
１～Ｄｍに供給する。すると、画素部３０でデータ信号に対応する映像が表示される。
【００５０】
　一方、本発明の第１基準電源Ｖｒｅｆ１は第１電源ＥＬＶＤＤによって生成されるため
、第１電源ＥＬＶＤＤとリップルの上昇及び下降時点が同一に設定される。従って、第１
基準電源Ｖｒｅｆ１によって生成されたデータ信号も第１電源ＥＬＶＤＤとリップルの上
昇及び下降時点に同一に設定される。この場合、第１電源ＥＬＶＤＤとデータ信号の差電
圧に該当する電圧を充電するストレージキャパシタは所望の電圧を安定的に充電できる。
その結果、リップルによる影響なしに所望の輝度の映像を表示することが可能である。
【００５１】
　また、外部ノイズが第１電源ＥＬＶＤＤに入力される場合、同じノイズが第１基準電源
Ｖｒｅｆ１に入力される。従って、外部のノイズによって第１電源ＥＬＶＤＤと第１基準
電源Ｖｒｅｆ１の電圧が同一に変化し、これにより、ノイズによる画質の低下を防止でき
る。
【００５２】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本実施形態に関連する画素を示す図である。
【図２】図１に示した第１電源及び基準電源のリップルを示す図である。
【図３】本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【符号の説明】
【００５４】
　２０　　　データ駆動部
　３０　　　画素部
　４０　　　画素
　５０　　　データ制御部
　６０　　　走査駆動部
　１００　　電源部
　１１２　　第１電圧分配部
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　１１４　　第２電圧分配部
　１１６　　制御部
　１１８　　スイッチング部

【図１】

【図２】

【図３】
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